
  
 

 
         

作詞・作曲  あるまんど山平 
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この歌は、三湖伝説の主である八郎太郎が氷の解けた自分の住処・ 

八郎潟へ戻ってゆく折、北浦（旧西木村）まで見送りに来た辰子の気 

持ちにそって書かれてます。 

かたくり…は、英語名でもKatakuri です。花言葉は…｢初恋｣、「寂しさ 

に耐える」 とあります。 

夏の間、田沢湖で八郎の帰りをじっと待つ辰子のけなげで、 しかも 

何処か決意の強さを思わせる凛とした佇まいをこの花は持っています。 

旧西木村八津･鎌足ではこのかたくりの群生の郷があり、春の訪れを 

知らせてくれるかのように一斉に咲き北東北の春を告げてくれます。 

A・Ymahira 

 

    


